
令和５年第４回茂原市教育委員会会議（３月定例会）日程 

 

日時：令和５年３月２２日（水）１５時～ 

場所：茂原市役所９階９０１・９０２会議室 

 

１ 開会宣言 

 

２ 会議録署名人の指名 

 

３ 会議事項 

（議決事項） 

議案第１号 茂原市教育委員会傍聴人規則の一部を改正する規則の制定について 

議案第２号 茂原市教育委員会行政組織規則の一部を改正する規則の制定について 

議案第３号 茂原市教育委員会公印規則の一部を改正する規則の制定について 

議案第４号 行事の共催、後援及び協賛に関する規程の一部を改正する訓令の制定に

ついて 

議案第５号 茂原市立小学校及び中学校通学区域に関する規則の一部を改正する規 

則の制定について 

議案第６号 茂原市立小学校、中学校及び幼稚園防犯カメラの設置及び管理運用に関

する要綱の一部を改正する告示の制定について 

議案第７号 令和５年度茂原市の教育方針及び重点施策について  

議案第８号 茂原市スポーツ推進審議会委員の委嘱について 

議案第９号 茂原市東部台文化会館運営委員会委員の委嘱について 

 

（報告事項） 

  １ 茂原市青少年問題協議会委員の任命の報告について 

２ 茂原市放課後子どもプラン運営委員会委員の委嘱の報告について 

３ 令和４年度定期監査の結果について 

４ 教育長職務代理者の指名について 

５ 行事の共催、後援及び協賛について 

６ 令和５年第５回（４月定例会）及び令和５年第６回（５月定例会）茂原市教育委

員会会議の日程について 

７ その他 

 

４ 閉会宣言 



 

議案第１号 

 

茂原市教育委員会傍聴人規則の一部を改正する規則の制定について 

 

茂原市教育委員会傍聴人規則の一部を改正する規則を次のように制定する。 

 

 

令和５年３月２２日提出 

 

              茂原市教育長  内 田 達 也   

 

 

茂原市教育委員会傍聴人規則の一部を改正する規則 

 

茂原市教育委員会傍聴人規則（平成８年茂原市教育委員会規則第８号）の一部を次のよ

うに改正する。 

第２条第１項中「傍聴人受付名簿」を「茂原市教育委員会傍聴受付票」に改め、「、年

齢、職業」を削り、同条第２項に次のただし書を加える。 

ただし、教育長が必要と認めるときは、傍聴人の数を変更することができる。 

別記第１号様式及び別記第２号様式を次のように改める。 

別記第１号様式（第２条第１項） 

 

茂原市教育委員会傍聴受付票 

 

 年  月  日    

受付番号 住   所 氏 名 

    

  

  

 



 

第２号様式（第２条第１項） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

附 則 

この規則は、令和５年４月１日から施行する。 

 

 

提案理由  個人情報を適正に取り扱うため、傍聴人に関する必要性の乏しい情報を

収集しないこととし、また、今後の会議において多くの方が傍聴を希望するこ

とが想定され、会議の公開の観点から必要があることから、所要の改正をする

ものです。 

 

                               No.      

 

傍 聴 券 

 

  ◆本券は、受付当日限り有効とする。 

 

  【行為の禁止事項】 

   １ みだりに傍聴席を離れること。 

   ２ 私語、談話、拍手等をすること。 

   ３ 議事に批評を加え、又は賛否を表明すること。 

   ４ 飲食又は喫煙すること。 

   ５ 教育長の許可なく、写真機、録音機等の録画、録音を目的とする機器を 

    持ち込み使用すること。 

   ６ 前各項のほか、会議の妨害となるような挙動をすること。 

 

年   月   日         

 

 茂原市教育委員会     

 

 



 

議案第１号参考資料 

 

茂原市教育委員会傍聴人規則の一部を改正する規則新旧対照表 

 

改正後 現 行 

（傍聴の手続等） （傍聴の手続等） 

第２条 会議を傍聴しようとする者は、開会10分前までに、茂原市教育委員

会傍聴受付票（別記第１号様式）に住所、氏名を記入した後、傍聴券（別

記第２号様式）の交付を受け、係員の指示に従って傍聴席に着かなければ

ならない。 

第２条 会議を傍聴しようとする者は、開会10分前までに、傍聴人受付名簿

（別記第１号様式）に住所、氏名、年齢、職業を記入した後、傍聴券（別

記第２号様式）の交付を受け、係員の指示に従って傍聴席に着かなければ

ならない。 

２ 傍聴人の数は10人以内とし、傍聴券は受付順に交付する。ただし、教育

長が必要と認めるときは、傍聴人の数を変更することができる。 

 

２ 傍聴人の数は10人以内とし、傍聴券は受付順に交付する。 

 

別記第１号様式（第２条第１項） 別記第１号様式（第２条第１項） 

 
 



 

改正後 現 行 

第２号様式（第２条第１項） 第２号様式（第２条第１項） 

 

 

   附 則（令和５年〇月〇日茂原市教育委員会規則第〇号） 

 この規則は、令和５年４月１日から施行する。 

 



 

議案第２号 

 

茂原市教育委員会行政組織規則の一部を改正する規則の制定について 

 

茂原市教育委員会行政組織規則の一部を改正する規則を次のように制定する。 

 

 

令和５年３月２２日提出 

 

              茂原市教育長  内 田 達 也   

 

 

茂原市教育委員会行政組織規則の一部を改正する規則 

 

茂原市教育委員会行政組織規則（昭和47年茂原市教育委員会規則第５号）の一部を次の

ように改正する。 

第７条第１７号中「公開決定」を「開示決定」に改め、同条第１８号を次のように改め

る。 

(１８) 個人情報の保護に関する法律（平成15年法律第57号。以下「個人情報保護法」

という。）第８３条第１項に規定する開示決定等、第９４条第１項に規定する訂

正決定等又は第１０２条第１項に規定する利用停止決定等についての審査請求に

対する裁決に関すること。 

第１０条第１項第１０号中「保護条例」を「個人情報保護法」に改める。 

第３０条中第８号を削り、第９号を第８号とし、第１０号から第１２号までを１号ずつ

繰り上げ、同条に次の１号を加える。 

(１２) 教育支援委員会 

附 則 

この規則は、令和５年４月１日から施行する。 

 

 



 

提案理由  個人情報の保護に関する法律が改正され、令和５年４月１日から施行され

ることに伴い、茂原市個人情報保護条例が廃止されることから、審査請求に

対する裁決に関する事項について、法律の条項に適合させるもののほか、附

属機関について所要の改正をするものです。 



 

議案第２号参考資料 

 

茂原市教育委員会行政組織規則の一部を改正する規則新旧対照表 

 

改正後 現 行 

（議決事項） （議決事項） 

第７条 会議において議決する事項は、次のとおりとする。 第７条 会議において議決する事項は、次のとおりとする。 

(１)～(16) （略） (１)～(16) （略） 

(17) 茂原市情報公開条例（平成24年茂原市条例第20号。以下「公開条

例」という。）第12条第１項に規定する開示決定等についての審査請求

に対する裁決に関すること。 

(17) 茂原市情報公開条例（平成24年茂原市条例第20号。以下「公開条

例」という。）第12条第１項に規定する公開決定等についての審査請求

に対する裁決に関すること。 

(18) 個人情報の保護に関する法律（平成15年法律第57号。以下「個人情

報保護法」という。）第83条第１項に規定する開示決定等、第94条第１

項に規定する訂正決定等又は第102条第１項に規定する利用停止決定等に

ついての審査請求に対する裁決に関すること。 

(18) 茂原市個人情報保護条例（平成17年茂原市条例第２号。以下「保護

条例」という。）第21条第１項に規定する開示決定等、第32条第１項に

規定する訂正決定等又は第38条第１項に規定する利用停止決定等につい

ての審査請求に対する裁決に関すること。 

(19)～(21) （略） 

 

(19)～(21) （略） 

 

（教育長の専決） （教育長の専決） 

第10条 教育長は、次に掲げる事務を専決することができる。ただし、第７

条において規定する事務については、この限りでない。 

第10条 教育長は、次に掲げる事務を専決することができる。ただし、第７

条において規定する事務については、この限りでない。 

(１)～(９) （略） (１)～(９) （略） 

(10) 個人情報保護法に基づく個人情報の保護に関すること。 (10) 保護条例に基づく個人情報の保護に関すること。 

２ （略） 

 

２ （略） 

 

（附属機関） （附属機関） 

第30条 茂原市教育委員会の所管に属する附属機関は、次のとおりとする。 第30条 茂原市教育委員会の所管に属する附属機関は、次のとおりとする。 

(１)～(７) （略） (１)～(７) （略） 

＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿ (８) 青少年問題協議会 



 

改正後 現 行 

(８) （略） (９) （略） 

(９) （略） (10) （略） 

(10) （略） (11) （略） 

(11) （略） (12) （略） 

(12) 教育支援委員会 

 

＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿ 

 

   附 則（令和５年〇月〇日茂原市教育委員会規則第〇号） 

 この規則は、令和５年４月１日から施行する。 



 

議案第３号 

 

茂原市教育委員会公印規則の一部を改正する規則の制定について 

 

 

茂原市教育委員会公印規則の一部を改正する規則を次のように制定する。 

 

 

令和５年３月２２日 

 

              茂原市教育長  内 田 達 也   

 

 

茂原市教育委員会公印規則の一部を改正する規則 

 

茂原市教育委員会公印規則（昭和53年茂原市教育委員会規則第11号）の一部を次のよ

うに改正する。 

別表第１（２）小学校中 

「 

千葉県茂原市立本納小学校長 28 20 〃 〃 

千葉県茂原市立新治小学校（甲） 29 45 〃 〃 

千葉県茂原市立新治小学校（乙） 30 23 〃 〃 

千葉県茂原市立新治小学校長 31 20 〃 〃 

千葉県茂原市立豊岡小学校（甲） 32 45 〃 〃 

千葉県茂原市立豊岡小学校（乙） 33 23 〃 〃 

千葉県茂原市立豊岡小学校長 34 20 〃 〃 

千葉県茂原市立東部小学校（乙） 35 24 てん書 〃 

千葉県茂原市立東部小学校長 36 21 〃 〃 

」を 



 

「 

千葉県茂原市立本納小学校長 28 20 〃 〃 

千葉県茂原市立豊岡小学校（甲） 29 45 〃 〃 

千葉県茂原市立豊岡小学校（乙） 30 23 〃 〃 

千葉県茂原市立豊岡小学校長 31 20 〃 〃 

千葉県茂原市立東部小学校（乙） 32 24 てん書 〃 

千葉県茂原市立東部小学校長 33 21 〃 〃 

」に 

改める。 

別表第２（２）小学校中 

「 

28 29       30 

  

 

31 32       33 

  

 

34 35       36 



 

  

 

                                    」を 

「 

28 29       30 

  

 

31 32       33 

  

 

                                    」に 

改める。 

附 則 

 この規則は、令和５年４月１日から施行する。 

 

 

提案理由  本納小学校と新治小学校の統合に伴い、所要の改正をするものです。 



 

議案第３号参考資料 

茂原市教育委員会公印規則の一部を改正する規則新旧対照表 

 

改正後 現 行 

別表第１ 

（２）小学校 

別表第１ 

（２）小学校 

名称 ひな形 規格 書体 管守者 

（略） 

千葉県茂原市立本納小学校長 28 20 〃 〃 

千葉県茂原市立豊岡小学校（甲） 32 45 〃 〃 

千葉県茂原市立豊岡小学校（乙） 33 23 〃 〃 

千葉県茂原市立豊岡小学校長 34 20 〃 〃 

千葉県茂原市立東部小学校（乙） 35 24 てん書 〃 

千葉県茂原市立東部小学校長 36 21 〃 〃 
 

名称 ひな形 規格 書体 管守者 

（略） 

千葉県茂原市立本納小学校長 31 20 〃 〃 

千葉県茂原市立新治小学校（甲） 32 45 〃 〃 

千葉県茂原市立新治小学校（乙） 33 23 〃 〃 

千葉県茂原市立新治小学校長 34 20 〃 〃 

千葉県茂原市立豊岡小学校（甲） 35 45 〃 〃 

千葉県茂原市立豊岡小学校（乙） 36 23 〃 〃 

千葉県茂原市立豊岡小学校長 37 20 〃 〃 

千葉県茂原市立東部小学校（乙） 38 24 てん書 〃 

千葉県茂原市立東部小学校長 39 21 〃 〃 
 



 

改正後 現 行 

別表第２ 

（２）小学校 

28  32 33 

   

34  35 36 

   

   
 

別表第２ 

（２）小学校 

31  32 33 

   

34  35 36 

   

37  38 39 

   

 

   附 則（令和〇年〇月〇日茂原市教育委員会規則第〇号） 

 この規則は、令和５年４月１日から施行する。 



 

議案第４号 

 

行事の共催、後援及び協賛に関する規程の一部を改正する訓令の制定につい

て 

 

行事の共催、後援及び協賛に関する規程の一部を改正する訓令を次のように制定する。 

 

 

令和５年３月２２日提出 

 

              茂原市教育長  内 田 達 也   

 

 

行事の共催、後援及び協賛に関する規程の一部を改正する訓令 

 

行事の共催、後援及び協賛に関する規程（昭和55年茂原市教育委員会訓令第２号）の一

部を次のように改正する。 

第３条第１項中「すべて」を「全て」に改め、同項各号列記以外の部分中「ある」を

「できる」に改め、同項第２号中「、その」を「その」に改め、同項第３号中「、近隣」

を「近隣」に改め、同条第２項第４号中「その他 」を「前３号に掲げるもののほか」に

改める。 

第４条第１項中「する者」の次に「（行事の主催者をいう。）」を加え、「承認」を削

り、「申請書（」の次に「別記」を加え、「開催前」を「開催日前」に改め、同条第２項

中「すみやか」を「、速やか」に、「どうか」を「否か」に、「文書で」を「共催（後援、

協賛）承認（不承認）通知書（別記第２号様式）により申請者に」に改める。 

第５条中「後援する」を削り、「対し、」の次に「行事」を加え、「第２号」を「別記

第３号」に、「ことがある」を「ことができる」に改める。 

本則に次の１条を加える。 

（委任） 

第６条 この訓令に定めのあるもののほか、必要な事項は、教育委員会が別に定める。 



 

別記第１号様式中 

「第１号様式 

共催（後援、協賛）申請書 

 

年 月 日 

 

 （宛先）茂原市教育委員会 

 

申請者住所         

氏名         

                                      」を 

「別記第１号様式（第４条第１項） 

 

年 月 日 

 

 （宛先）茂原市教育委員会 

 

申請者 住所         

（主催者）氏名         

 

共催（後援、協賛）申請書 

」に、 

「 １ 行事の名称           「 １ 行事の名称 

  ２ 主催者・後援者名          ２ 共催者・後援者名 

  ３ 行事の趣旨             ３ 趣旨 

  ４ 場所・日程             ４ 日程 

  ５ 参加予定者数及び参加の方式     ５ 場所 

  ６ ポスター、広告、賞状等       ６ 参加予定者数 

  ７ 収支予算              ７ ポスター、広告、賞状等 

」を   ８ 収支予算          」に 



 

改める。 

 別記第２号様式中 

「第２号様式 

後援行事実施報告書 

 

年 月 日 

 

 （宛先）茂原市教育委員会 

 

申請者住所         

氏名         

」を 

「第３号様式（第５条） 

年 月 日 

 

 （宛先）茂原市教育委員会 

 

住所         

氏名         

 

行事実施報告書 

」に、 

「委員会後援」を「委員会後援等」に、 

「 １ 行事の名称         「 １ 行事の名称 

  ２ 行事の場所           ２ 日程 

  ３ 事業の概要・日時        ３ 場所    

  ４ 収支決算            ４ 概要 

             」 を    ５ 収支決算    」に改め、同様式を別

記第３号様式とし、別記第１号様式の次に次の１様式を加える。 

  



 

第２号様式（第４条第２項） 

 

第   号  

年 月 日  

 

          様 

 

                          茂原市教育委員会  印 

 

 

          共催（後援、協賛）承認（不承認）通知書 

 

  年  月  日付けで申請のあった件については、下記のとおり承認(不承認)と

決定したので、通知します。 

 

                   記 

 １ 承認（不承認）行事名 

 ２ 日程 

 ３ 場所 

 ４ 共催（後援、協賛）承認行事の留意事項（承認の場合） 

   （１）公共性のある行事であること（教育施策の推進上有益である事業） 

   （２）営利事業を行わないこと 

   （３）政治活動を行わないこと 

   （４）宗教活動を行わないこと 

 

 ５ 不承認の理由（不承認の場合） 

附 則 

 （施行期日） 

１ この訓令は、令和５年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 



 

２ この訓令の施行の際現にあるこの訓令による改正前の様式により使用されている書類

は、この訓令による改正後の様式によるものとみなす。 

 

 

提案理由  共催、後援、協賛の申請を受け、承認又は不承認を通知するに当たり、新

たに様式を定めることで様式の統一を図り、また、字句等の修正が必要なた

め、所要の改正をするものです。 



 

議案第４号 

行事の共催、後援及び協賛に関する規程の一部を改正する訓令新旧対照表 

 

改正後 現 行 

（承認の基準） （承認の基準） 

第３条 教育委員会は、次の各号の全てに該当する行事について、共催、後

援又は協賛をすることができる。 

第３条 教育委員会は、次の各号のすべてに該当する行事について、共催、

後援又は協賛をすることがある。 

(１) （略） (１) （略） 

(２) 団体若しくはその機関又はこれらの長が主催するもの (２) 団体若しくは、その機関又はこれらの長が主催するもの 

(３) 茂原市の区域若しくは近隣市町村の区域において開催されるもの (３) 茂原市の区域若しくは、近隣市町村の区域において開催されるもの 

２ 前項の規定にかかわらず、次の各号の一に該当すると認められる行事に

ついては共催、後援又は協賛をしないものとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、次の各号の一に該当すると認められる行事に

ついては共催、後援又は協賛をしないものとする。 

(１)～(３) （略） (１)～(３) （略） 

(４) 前３号に掲げるもののほか教育委員会が不適当と認めるもの 

 

(４) その他 教育委員会が不適当と認めるもの 

 

（申請等） （申請等） 

第４条 教育委員会の共催、後援又は協賛を申請しようとする者（行事の主

催者をいう。）は、共催（後援、協賛）申請書（別記第１号様式）を行事

の開催日前30日までに教育委員会に提出しなければならない。 

第４条 教育委員会の共催、後援又は協賛を申請しようとする者は、共催

（後援、協賛）承認申請書（第１号様式）を行事の開催前30日までに教育

委員会に提出しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の申請書を受けたときは、速やかに承認するか否か

を共催（後援、協賛）承認（不承認）通知書（別記第２号様式）により申

請者に通知するものとする。 

 

２ 教育委員会は、前項の申請書を受けたときはすみやかに承認するかどう

かを文書で通知するものとする。 

 

（報告） （報告） 

第５条 教育委員会は、必要があると認めるときは、行事の主催者に対し、

行事実施報告書（別記第３号様式）の提出を求めることができる。 

 

第５条 教育委員会は、必要があると認めるときは、後援する行事の主催者

に対し、実施報告書（第２号様式）の提出を求めることがある。 

 

（委任） ＿＿＿＿ 



 

改正後 現 行 

第６条 この訓令に定めのあるもののほか、必要な事項は、教育委員会が別

に定める。 

 

＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿ 

 

第１号様式 第１号様式 

 

 



 

改正後 現 行 

第２号様式  

 

 



 

改正後 現 行 

第３号様式 第２号様式 

 

 

   附 則（令和５年〇月〇日茂原市教育委員会訓令第〇号） 

 （施行期日） 

１ この訓令は、令和５年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この訓令の施行の際現にあるこの訓令による改正前の様式により使用されている 

 書類は、この訓令による改正後の様式によるものとみなす。 

 



 

議案第５号 

 

茂原市立小学校及び中学校通学区域に関する規則の一部を改正する規則の

制定について 

 

茂原市立小学校及び中学校通学区域に関する規則の一部を改正する規則を次のように

制定する。 

 

 

令和５年３月２２日提出 

 

              茂原市教育長  内 田 達 也   

 

 

茂原市立小学校及び中学校通学区域に関する規則の一部を改正する規則 

 

茂原市立小学校及び中学校通学区域に関する規則（昭和60年茂原市教育委員会規則第

８号）の一部を次のように改正する。 

別表中「 

 

 

」 を 

「 

本納小 本納 小萱場 西野 法目 高田 榎神房 下太田 上太田 柴名 

桂 吉井上 吉井下 大沢 

」に改める。 

附 則 

この規則は、令和５年４月１日から施行する。 

提案理由  本納小学校と新治小学校の統合に伴い、所要の改正をするものです。 

本納小 本納 小萱場 西野 法目 高田 榎神房 

新治小 下太田 上太田 柴名 桂 吉井上 吉井下 大沢 



 

議案第５号参考資料 

 

茂原市立小学校及び中学校通学区域に関する規則の一部を改正する規則新旧対照表 

 

改正後 現 行 

別表 別表 

(１) 小学校 (１) 小学校 

 学校名 通学区域   学校名 通学区域  

 本納小 本納 小萱場 西野 法目 高田 榎神房 下太田 上太田   本納小 本納 小萱場 西野 法目 高田 榎神房  

  柴名 桂 吉井上 吉井下 大沢   新治小 下太田 上太田 柴名 桂 吉井上 吉井下 大沢  

  

  
   附 則（令和５年〇月〇日茂原市教育委員会規則第〇号） 

 この規則は、令和５年４月１日から施行する。 

 



議案第６号 

 

茂原市立小学校、中学校及び幼稚園防犯カメラの設置及び管理運用に関する

要綱の一部を改正する告示の制定について 

 

茂原市立小学校、中学校及び幼稚園防犯カメラの設置及び管理運用に関する要綱の一部

を改正する告示を次のように制定する。 

 

 

令和５年３月２２日提出 

 

              茂原市教育長  内 田 達 也 

 

 

茂原市立小学校、中学校及び幼稚園防犯カメラの設置及び管理運用に関する

要綱の一部を改正する告示 

 

茂原市立小学校、中学校及び幼稚園防犯カメラの設置及び管理運用に関する要綱（平成

29年茂原市教育委員会告示第１号）の一部を次のように改正する。 

第３条第１項中「茂原市個人情報保護条例（平成17年茂原市条例第２号）」を「個人情

報の保護に関する法律（平成15年法律第57号）」に改める。 

附 則 

この告示は、令和５年４月１日から施行する。 

 

 

提案理由  個人情報の保護に関する法律が改正され、令和５年４月１日から施行され

ることに伴い、茂原市個人情報保護条例が廃止されることから、適用される

法律を規定するものでございます。 



議案第６号参考資料 

 

茂原市立小学校、中学校及び幼稚園防犯カメラの設置及び管理運用に関する要綱の一部を改正する告示新旧対照表 

 

改正後 現 行 

（基本原則） （基本原則） 

第３条 防犯カメラの取扱いに関する基本原則は、個人情報の保護に関する

法律（平成15年法律第57号）の趣旨にのっとり、次のとおりとする。 

第３条 防犯カメラの取扱いに関する基本原則は、茂原市個人情報保護条例

（平成17年茂原市条例第２号）の趣旨にのっとり、次のとおりとする。 

(１)～(４) （略） (１)～(４) （略） 

２ （略） 

 

２ （略） 

 

   附 則（令和５年〇月〇日茂原市教育委員会告示第〇号） 

 この告示は、令和５年４月１日から施行する。 



議案第７号 

 

令和５年度茂原市の教育方針及び重点施策について 

 

茂原市教育委員会は、令和５年度茂原市の教育方針及び重点施策を別紙のとおり定める。 

 

 

令和５年３月２２日提出 

 

                       茂原市教育長  内 田 達 也 

 

 

提案理由  茂原市教育施策の大綱に基づき、令和５年度の教育方針及び重点施策を定

めるものです。 

 



1 

 

令和５年度茂原市の教育方針及び重点施策 

 

情報化、グローバル化、少子高齢化が加速度的に進展する世の中にあって、教育に対す

る期待は益々大きくなってきています。そこで『茂原市教育施策の大綱』に基づき、「人づ

くり」を中心的課題として捉え「ふるさと茂原を愛し、豊かな心と高い志を持って未来を

主体的に生きる人づくり」を目標に、令和５年度茂原市の教育方針及び重点施策を次のよ

うに定め、各種事業を実施します。 

 

基本方針１ 社会で生きる力の育成 

（１）確かな学力の育成 

問題解決的な学習を通して、基礎的・基本的な知識及び技能の習得、思考力、判断力、

表現力等の育成、主体的に学習に取り組む態度を養うことに努めます。また、教員の経

験年数に応じた参加型の研修を充実させることにより、教員の資質向上を図ります。 

【令和５年度の取り組み】 

・特色ある学校経営及び学習指導要領の実施、カリキュラム・マネジメントの促進に努

めるとともに、主体的・対話的で深い学びや思考力・判断力・表現力等の育成の視点

からの授業改善と多様な体験活動を推進します。 

・校長、教頭、教務主任、若年層教員の研修会や、茂原市教育研究協議会の研修におい

て、自己の課題意識に基づいた自主的な研修を進め、教員の資質向上を図ります。 

・「全国学力・学習状況調査」の結果を基にした指導方法の改善などにより、個に応じた

指導を取り入れ、児童生徒の学力の向上を図ります。 

・インクルーシブ教育システムの構築を目指し、多様な教育的ニーズに応じた合理的配

慮の提供に努め、特別支援教育支援員の配置や巡回相談員の派遣などを通して、特別

支援教育の充実に努めます。 

・「茂原市立中学校に係る部活動の方針（部活動ガイドライン）」に則り、各中学校は「学

校の部活動に係る方針」に基づき、スポーツや文化等を通して、生徒が健全な心と身

体を培い豊かな人間性を育むために、バランスの取れた活動に努めます。 

・部活動の地域移行に向け、先行事例の調査・研究や課題の整理、体制づくり等を行い

ながら地域の持続可能で多様なスポーツ活動・文化活動の環境づくりに努めます。 

・本市における特色ある教育を推進するため、茂原市全体で段階的に小中一貫教育を実
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施するとともに、その状況を検討する専門委員会を組織します。 

 

（２）幼児教育・保育の充実 

遊びを通しての総合的な指導の中で、生きる力の基礎を育む教育を推進するとともに、

円滑な接続を見通した幼保小連携を図り、子どもが幼児期から小学校生活になじめるよ

う、就学前の教育・保育の充実を図ります。 

【令和５年度の取り組み】 

・基礎的な能力の育成を重視した教育課程を編成し、豊かな人間性を培う教育の推進に

努めます。 

・小学校への円滑な接続を図るための、幼保小連携の体制づくりを推進します。 

・幼保一元化を見据え、幼稚園及び保育所の連携の推進に努めます。 

 

（３）国際理解教育の推進 

グローバル化に対応したコミュニケーション能力の育成を図るため、ＡＬＴ等による

語学指導の充実、姉妹都市オーストラリア・ソルズベリー市への中学生等海外派遣事業

の継続を通して、子どもたちが異なる文化に触れる機会を創出し、異文化を理解できる

豊かな感性を育みます。 

【令和５年度の取り組み】 

・小中学校における外国語科等において、教員の指導力の向上のための研修の充実を図

ります。また、ＡＬＴを各校に配置してネイティブの発音に触れる機会を確保し、指

導の充実に努めます。 

・中学生等海外派遣等事業では、中学生及び教員等を国内の国際交流体験施設に派遣し

ます。 

 

（４）生涯学び、活躍できる環境の整備 

多様化する学習ニーズに対応した学習機会の提供に努め、市民の知識・技術の習得を

サポートします。また、その技術等を活用する場を設けることで、生涯を通じて活躍で

きる環境の整備に努めます。 

【令和５年度の取り組み】 

・「市民カレッジ」等の開催により、幅広いジャンルの講座を提供する事で、新たな知
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識を得たり掘り下げたり出来るよう魅力ある題材の提供に努めます。 

・市民の要望に応じて、地域社会の一員として生活するために必要な知識や情報を提供

する「職員出前講座」の普及を図ります。 

・生涯学習ガイドブック等により参加してみたい講座やイベントに関する情報提供に努

めます。 

・国・各自治体の施設や関連機関と連携を図り、市民の多様化するニーズに対応できる

よう協力体制を整備します。 

・公民館及び東部台文化会館では、多様なニーズにあった主催教室を開催し、市民の学

習意欲に応え、教養の向上を図ります。 

・美術館・郷土資料館では、美術実技講座、小学生講座、歴史セミナー、古文書講座、

市史編さん事業講演会等を開催し、作品を創り上げる機会や歴史を学ぶ機会の提供に

努めます。 

 

（５）情報教育（情報活用能力の育成）の推進 

情報化が急速に進展する社会生活の中で、日常的にＩＣＴを活用していく力が求めら

れています。学校生活や学習においても、情報活用能力を、言語能力と同様に「学習の

基盤となる資質・能力」と位置づけ、学校のＩＣＴ環境の整備とＩＣＴを活用した学習

活動の充実を図ります。 

【令和５年度の取り組み】 

・児童生徒用タブレットＰＣを活用し、学習活動の充実を図ります。 

・ＩＣＴ支援員が、授業支援や校内研修などを行うことにより、教員の指導力向上を図

り学校のＩＣＴ教育の充実を図ります。 

 

基本方針２ 心を育む人間教育の推進 

（１）いじめ防止への取り組みと相談体制の充実 

「茂原市いじめ対応マニュアル」及び「学校いじめ防止基本方針」に基づき、いじめ

の未然防止・早期発見・早期対応を組織的・計画的に推進します。 

また、子どもの生命・身体の安全を守るため、相談体制の充実を図ります。 

【令和５年度の取り組み】 

・「茂原市いじめ防止基本方針」に基づき、各校の「学校いじめ防止基本方針」を見直し、
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より効果的にいじめ防止に取り組みます。 

・いじめに対応する校内委員会を活用し、いじめの未然防止・早期発見・早期対応を組

織的・計画的に進めます。 

・茂原市いじめ等問題対策連絡協議会を活用し、関係機関との連携を図り、協力してい

じめへの対応を図ります。 

 

（２）道徳教育の推進 

「特別の教科 道徳」を要とした道徳教育の推進に向け、教員の指導力向上のための

研修の充実を図り、子どもたち一人一人が、自分の生き方についての考えを深め、道徳

的な判断力、心情、実践意欲と態度を育みます。 

【令和５年度の取り組み】 

・道徳の指導法に関する実践的な研修を位置づけ、「考え、議論する道徳」を意識した指

導方法の工夫・改善に努めます。 

・教育活動全体を通じて、豊かな人間関係づくりのためのコミュニケーション能力の育

成に努めます。 

 

（３）読書活動の推進 

子どもを取り巻く社会環境の変化により、子どもの生活により身近な幼・保・こども

園と学校での読書活動の重要性が高まっています。 

市立図書館と連携し、幼・保・こども園においては、読書の楽しさを伝え、また学校

においては、学校図書館と学校司書を活用した読書活動と学習活動の充実に努めます。 

【令和５年度の取り組み】 

・読書の楽しさや喜びを感じさせることで、豊かな心情を養います。また、学校におい

ては、国語科を中心に各教科等での学校図書館の活用を推進します。 

・学校司書が配置された小学校では、読書活動や環境整備だけでなく、学習活動の充実

に努めます。また、小学校と中学校が連携して読書活動を推進します。 

・学校図書館の活用を推進するため、資料の充実を図るとともに、司書教諭や学校司書

等の資質の向上に努めます。また、市立図書館は、学校図書館の資料の補完に努めま

す。 

・学校図書館支援ボランティアを対象に、読み聞かせ等の講習会や情報交換会を開催し、
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読書環境の整備体制を充実させます。 

・「第四次茂原市子ども読書活動推進計画」に基づき、子どもが本に親しみながら成長し

ていくために、学校図書館・市立図書館及び教育委員会とのさらなる連携体制整備の

強化を図ります。 

・「茂原市子ども読書活動推進会議」を開催し、第四次推進計画に係る各施策に基づいて

行った事業の進捗状況を点検し、その結果を翌年度へフィードバックします。 

 

（４）青少年の健全育成と家庭教育の充実 

青少年指導センターを中心に関係機関、団体、地域と連携し、巡回・補導・相談活動

の充実を図り、青少年の非行防止活動を推進します。また、青少年に有害な社会環境・

インターネット環境の浄化活動に取り組むとともに、インターネットの適切な使用の啓

発に努めます。 

子どもたちの社会性や自立性を育む様々な活動を支援するとともに、子どもの人格形

成の基礎づくりを担う家庭の教育機能向上を図ります。 

【令和５年度の取り組み】 

・青少年が集まりやすい場所の巡回を強化し、関係機関と情報を共有しながら非行の防

止や早期発見に努めます。 

・広報紙や啓発物品の配布を通して、相談しやすい窓口となるように啓発活動に努めま

す。 

・インターネット上に潜む危険性の理解と有害情報から身を守る方法の普及を図るとと

もにネットパトロールを実施し、ＳＮＳ上のトラブル防止に努めます。 

・青少年の健全育成体制の充実を図るため、補助金の交付や団体事務局の運営等を通じ

て青少年育成茂原市民会議、青少年相談員、子ども会等の活動を支援します。 

・子ども会の活動支援を通して、青少年の奉仕活動・体験活動の推進に努めます。 

・３歳児、小学校入学を控えた児童、幼稚園児・小学生の保護者に向けて子育て等に関

する知識や保護者同士の繋がりを得られる機会を提供し、家庭教育の充実に努めます。 

 

（１）芸術文化の振興 

美術館の優れた美術品の展示、企画展、また市民、小中高校生の発表の機会としての

基本方針３ 芸術文化・スポーツの振興 
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展示を行い、親しみのある美術館･郷土資料館づくりと鑑賞する機会の提供に努めます。

文化協会の組織充実を図るとともに、市民の文化活動の意欲向上と発表の場を確保する

ため、文化祭等を開催し、身近で親しみやすく、かつ優れた芸術文化の鑑賞の機会を提

供します。 

【令和５年度の取り組み】 

・茂原市文化協会の組織の充実を支援するとともに、市民の文化活動の意欲の向上と発

表の場を確保するため文化祭等を開催し、身近で親しみやすく、かつ優れた芸術文化

の鑑賞の機会を提供します。 

・歌舞伎、能・狂言、ミュージカルなどの芸術鑑賞会を企画するとともに、小中学生を

対象とした音楽鑑賞教室を７校で開催し、優れた芸術文化に触れる機会を提供します。 

・文化庁主催の「優秀映画鑑賞推進事業」をはじめとした内外の上質な作品の映画会を

開催し、地域における文化活動の活性化を図ります。 

・公民館まつり、文化会館まつりを開催し、日頃の文化活動の発表の場を確保するとと

もに、市民に文化活動の情報を提供します。 

・美術館では、優れた美術品を展示する企画展１回及び年８回の収蔵品展等の開催と、

市民美術展、小中学校作品展等の年１７回の展覧会の開催により、鑑賞と発表の機会

を提供します。 

 

（２）スポーツ環境の充実 

市民スポーツの活動拠点となる市民体育館を安全に利用することができる充実した

施設となるよう整備を図るとともに、学校体育施設等の開放を活用し、身近な場所でも

スポーツを気軽に取り組むことができる環境整備に努めます。 

【令和５年度の取り組み】 

・市民体育館は、一昨年度に卓球場、剣道場及び柔道場に空調設備を設置、昨年度は

大体育室に空調設備を設置し、スポーツ環境の快適性及び利用者の安全性が高め

られました。東部台文化会館は、体育センターに空調設備を設置し、利用者の利便

性の向上を図ります。今後も、本市のスポーツ活動の拠点として充実した施設とな

るように環境整備を進めます。 

・学校教育に支障のない範囲で学校施設を地域に開放し、環境整備に努めます。 
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（３）スポーツ・レクリエーションの推進 

スポーツ・レクリエーションを通して、様々なニーズや志向に合わせた事業を実施し、

市民の健康づくり、体力づくりを推進するとともに、スポーツを活用した地域づくりを

推進するため、総合型地域スポーツクラブの設立および活動を支援します。 

【令和５年度の取り組み】 

・「市民ひとり１スポーツ」を目標とし、市民の健康づくり、体力づくりを推進するため、

本市発祥のスポーツ「タッチバレーボール」や気軽に行える「ウォーキング」を推奨

し、スポーツを行う習慣をつくる意識啓発に努めます。 

・茂原市スポーツ大使（６名）の活躍を市公式ＳＮＳなどで周知し、市民のスポーツへ

の関心度向上に努めます。 

・本市発祥のスポーツ「タッチバレーボール」の普及に努め、スポーツへの関心や意欲

の向上を図ります。 

・総合型地域スポーツクラブについては、既存クラブの活動支援を引き続き行います。

また、更なるクラブ設立に向けて、各地域でのスポーツ推進に努めるほか、市民体育

館を拠点とする中央型クラブの設立について研究、協議します。 

 

（１）郷土愛の育成 

ふるさと茂原について学ぶ「茂原学」を教科等の年間指導計画に位置づけるとともに、

地域にある事業所や公共施設における職場見学・職業体験の充実を図り、地域で働く

人々と触れ合う体験を通して郷土を愛する心を育成します。 

【令和５年度の取り組み】 

・児童生徒の発達段階に応じて、茂原市の歴史・伝統文化・産業・自然環境等の内容に

ついて、社会科を中心とした学習に位置づけます。 

・総合的な学習の時間を中心に、小学校では地域安全マップの作成や職場見学（施設見

学）、中学校では出前授業や職業調べ等を実施します。 

・経済的理由により修学の困難な方に対して、必要な奨学資金を貸付することで有為な

人材の育成に努めるとともに、奨学資金貸付の在り方について検討します。 

 

基本方針４ 茂原を愛する心の育成 
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（２）安全・安心な教育環境の整備 

学校施設の老朽化対策については、学校再編との整合性を取りながら計画的に整備し、

施設の安全性の確保を図るとともに、適正な管理に努めます。また、児童生徒の通学路

の安全確保を図ります。 

【令和５年度の取り組み】 

・学校施設の整備・修繕等を行い施設の安全性の確保を図るとともに、教育環境の充実

に努めます。 

・南中学校と早野中学校の統合に向けて、土砂災害警戒区域等の指定に伴う安全対策に 

係る調査、検討を進めます。 

・関係機関と協力し、通学路の安全確保を図ります。 

・子どもたちにとって、より良い教育環境の確保を第一に考え、「茂原市学校再編第二次

実施計画」に基づき、学校再編を推進します。 

・社会教育・文化施設の適切な整備・維持管理に努めるとともに、利便性の向上に配慮

し設備等の充実を図ります。 

 

（３）伝統文化の維持継承・振興 

貴重な文化財を指定文化財として保護・保存していくとともに、郷土資料の収集・整

理を進め、美術館・郷土資料館に展示することで、地域の文化財や歴史に対する理解を

促し、郷土愛の育成に努めます。 

また、郷土芸能発表会等を開催し、地域の伝統文化に触れる機会を提供します。 

【令和５年度の取り組み】 

・市内に現存する貴重な文化財を指定文化財として指定し、公表することで、文化財に

対する市民の理解を得ながら保護保存に努めます。 

・郷土芸能発表会を開催し、多くの市民に伝統芸能保存団体の活動の周知を図るととも

に、保存団体に対して存続に向けた意向調査を行い、伝統芸能保存を支援します。 

・郷土資料館の常設展示の充実に努めるほか、年２回のテーマ展等を開催し、郷土愛の

育成に努めます。また、市史編さん事業での調査の成果を展示に反映させていきます。 

・茂原市史編さん基本方針や刊行計画に沿って市史「資料編」・「通史編」の刊行を継続

します。令和４年度の「茂原市史資料編Ⅰ（原始・古代、中世考古）」の刊行に続き、

２冊目以降を刊行するため、市史編さん委員会を開催し、調査や編集等を進めます。
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また、調査の成果として調査報告書を発行します。 

・市史編さん事業の活動を周知するため、年２回（７月・２月）広報もばらに各時代別

での活動内容を紹介します。また、年１回市史編さん事業講演会を実施し、啓蒙を図

ります。 

 

（４）家庭・地域の教育力の向上、学校との連携・協働の推進 

学校支援ボランティア活動の活性化や夏休み子ども教室等の開催などを通じて地域

教育力の向上を目指すとともに、学校・家庭・地域の協働を推進します。 

【令和５年度の取り組み】 

・学校・家庭・地域が連携し、授業や学校行事への協力、地域行事への児童生徒の積極

的な参加を通して、地域ぐるみで児童生徒を育てるよう努めます。 

・放課後子ども教室、地域未来塾を開催し、地域ボランティアの積極的な活用を通して

地域の教育力の向上を図ります。 
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茂原市の教育方針及び重点施策 新旧対照表 

 

改正後（令和５年度） 改正前（令和４年度） 

令和５年度茂原市の教育方針及び重点施策 

 

情報化、グローバル化、少子高齢化が加速度的に進展する世の中にあっ

て、教育に対する期待は益々大きくなってきています。そこで『茂原市教育

施策の大綱』に基づき、「人づくり」を中心的課題として捉え「ふるさと茂

原を愛し、豊かな心と高い志を持って未来を主体的に生きる人づくり」を目

標に、令和５年度茂原市の教育方針及び重点施策を次のように定め、各種事

業を実施します。 

 

基本方針１ 社会で生きる力の育成 

（１）確かな学力の育成 

問題解決的な学習を通して、基礎的・基本的な知識及び技能の習得、思

考力、判断力、表現力等の育成、主体的に学習に取り組む態度を養うこと

に努めます。また、教員の経験年数に応じた参加型の研修を充実させるこ

とにより、教員の資質向上を図ります。 

【令和５年度の取り組み】 

・特色ある学校経営及び学習指導要領の実施、カリキュラム・マネジメン

トの促進に努めるとともに、主体的・対話的で深い学びや思考力・判断

力・表現力等の育成の視点からの授業改善と多様な体験活動を推進しま

す。 

・校長、教頭、教務主任、若年層教員の研修会や、茂原市教育研究協議会

の研修において、自己の課題意識に基づいた自主的な研修を進め、教員

の資質向上を図ります。 

令和４年度茂原市の教育方針及び重点施策 

 

情報化、グローバル化、少子高齢化が加速度的に進展する世の中にあっ

て、教育に対する期待は益々大きくなってきています。そこで『茂原市教育

施策の大綱』に基づき、「人づくり」を中心的課題として捉え「ふるさと茂

原を愛し、豊かな心と高い志を持って未来を主体的に生きる人づくり」を目

標に、令和４年度茂原市の教育方針及び重点施策を次のように定め、各種事

業を実施します。 

 

基本方針１ 社会で生きる力の育成 

（１）確かな学力の育成 

問題解決的な学習を通して、基礎的・基本的な知識及び技能の習得、思

考力、判断力、表現力等の育成、主体的に学習に取り組む態度を養うこと

に努めます。また、教員の経験年数に応じた参加型の研修を充実させるこ

とにより、教員の資質向上を図ります。 

【令和４年度の取り組み】 

・特色ある学校経営と学習指導要領の実施、カリキュラム・マネジメント

の促進に努めるとともに、主体的・対話的で深い学びや思考力・判断

力・表現力等の育成の視点からの授業改善と多様な体験活動を推進しま

す。 

・校長、教頭、教務主任、若年層教員の研修会や、茂原市教育研究協議会

の研修において、自己の課題意識に基づいた自主的な研修を進め、教員

の資質向上を図ります。 
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改正後（令和５年度） 改正前（令和４年度） 

・「全国学力・学習状況調査」の結果を基にした指導方法の改善などによ

り、個に応じた指導を取り入れ、児童生徒の学力の向上を図ります。 

・インクルーシブ教育システムの構築を目指し、多様な教育的ニーズに応

じた合理的配慮の提供に努め、特別支援教育支援員の配置や巡回相談員

の派遣などを通して、特別支援教育の充実に努めます。 

・「茂原市立中学校に係る部活動の方針（部活動ガイドライン）」に則

り、各中学校は「学校の部活動に係る方針」に基づき、スポーツや文化

等を通して、生徒が健全な心と身体を培い豊かな人間性を育むために、

バランスの取れた活動に努めます。 

・部活動の地域移行に向け、先行事例の調査・研究や課題の整理、体制づ

くり等を行いながら地域の持続可能で多様なスポーツ活動・文化活動の

環境づくりに努めます。 

・本市における特色ある教育を推進するため、茂原市全体で段階的に小中

一貫教育を実施するとともに、その状況を検討する専門委員会を組織し

ます。 

 

（２）幼児教育・保育の充実 

遊びを通しての総合的な指導の中で、生きる力の基礎を育む教育を推進

するとともに、円滑な接続を見通した幼保小連携を図り、子どもが幼児期

から小学校生活になじめるよう、就学前の教育・保育の充実を図ります。 

【令和５年度の取り組み】 

・基礎的な能力の育成を重視した教育課程を編成し、豊かな人間性を培う

教育の推進に努めます。 

・小学校への円滑な接続を図るための、幼保小連携の体制づくりを推進し

ます。 

・幼保一元化を見据え、幼稚園及び保育所の連携の推進に努めます。 

・「全国学力・学習状況調査」の結果を基にした指導方法の改善などによ

り、個に応じた指導を取り入れ、児童生徒の学力の向上を図ります。 

・インクルーシブ教育システムの構築を目指し、多様な教育的ニーズに応

じた合理的配慮の提供に努め、特別支援教育支援員の配置や巡回相談員

の派遣などを通して、特別支援教育の充実に努めます。 

・「茂原市立中学校に係る部活動の方針（部活動ガイドライン）」に則

り、各中学校は「学校の部活動に係る方針」に基づき、スポーツや文化

等を通して、生徒が健全な心と身体を培い豊かな人間性を育むために、

バランスの取れた活動に努めます。 

 

 

 

・本市における特色ある教育を推進するため、本納中学校区の３小学校１

中学校において小中一貫教育を実施し、同時に小中一貫教育を検討する

組織により、小中一貫教育の進め方について研究、協議します。 

 

（２）幼児教育・保育の充実 

遊びを通しての総合的な指導の中で、生きる力の基礎を育む教育を推進

するとともに、円滑な接続を見通した幼保小連携を図り、子どもが幼児期

から小学校生活になじめるよう、就学前の教育・保育の充実を図ります。 

【令和４年度の取り組み】 

・基礎的な能力の育成を重視した教育課程を編成し、豊かな人間性を培う

教育の推進に努めます。 

・小学校への円滑な接続を図るための、幼小連携の体制づくりを推進しま

す。 

・幼保一元化を見据え、幼稚園及び保育所の連携の推進に努めます。 
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改正後（令和５年度） 改正前（令和４年度） 

（３）国際理解教育の推進 

グローバル化に対応したコミュニケーション能力の育成を図るため、Ａ

ＬＴ等による語学指導の充実、姉妹都市オーストラリア・ソルズベリー市

への中学生等海外派遣事業の継続を通して、子どもたちが異なる文化に触

れる機会を創出し、異文化を理解できる豊かな感性を育みます。 

【令和５年度の取り組み】 

・小中学校における外国語科等において、教員の指導力の向上のための研

修の充実を図ります。また、ＡＬＴを各校に配置してネイティブの発音

に触れる機会を確保し、指導の充実に努めます。 

・中学生等海外派遣等事業では、中学生及び教員等を国内の国際交流体験

施設に派遣します。 

 

（４）生涯学び、活躍できる環境の整備 

多様化する学習ニーズに対応した学習機会の提供に努め、市民の知識・

技術の習得をサポートします。また、その技術等を活用する場を設けるこ

とで、生涯を通じて活躍できる環境の整備に努めます。 

【令和５年度の取り組み】 

・「市民カレッジ」等の開催により、幅広いジャンルの講座を提供する事

で、新たな知識を得たり掘り下げたり出来るよう魅力ある題材の提供に

努めます。 

・市民の要望に応じて、地域社会の一員として生活するために必要な知識

や情報を提供する「職員出前講座」の普及を図ります。 

・生涯学習ガイドブック等により参加してみたい講座やイベントに関する

情報提供に努めます。 

・国・各自治体の施設や関連機関と連携を図り、市民の多様化するニーズ

に対応できるよう協力体制を整備します。 

（３）国際理解教育の推進 

グローバル化に対応したコミュニケーション能力の育成を図るため、Ａ

ＬＴ等による語学指導の充実、姉妹都市オーストラリア・ソルズベリー市

への中学生等海外派遣事業の継続を通して、子どもたちが異なる文化に触

れる機会を創出し、異文化を理解できる豊かな感性を育みます。 

【令和４年度の取り組み】 

・小中学校における外国語科等において、教員の指導力の向上のための研

修の充実を図ります。また、ＡＬＴを各校に配置してネイティブの発音

に触れる機会を確保し、指導の充実に努めます。 

・中学生等海外派遣事業では、中学生２８名、教員等３名の計３１名を姉

妹都市オーストラリア・ソルズベリー市に派遣します。 

 

（４）生涯学び、活躍できる環境の整備 

多様化する学習ニーズに対応した学習機会の提供に努め、市民の知識・

技術の習得をサポートします。また、その技術等を活用する場を設けるこ

とで、生涯を通じて活躍できる環境の整備に努めます。 

【令和４年度の取り組み】 

・「市民カレッジ」等の開催により、地域にいながらにして学習意欲を満

たす多様な知識を得られる機会の提供に努めます。 

 

・市民の要望に応じて、地域社会の一員として生活するために必要な知識

や情報を提供する「職員出前講座」の普及を図ります。 

・生涯学習ガイドブック等により生涯学習に関する情報提供に努めます。 

 

・国・各自治体の施設や関連機関と連携を図り、市民の多様化するニーズ

に対応できるよう協力体制を整備します。 
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改正後（令和５年度） 改正前（令和４年度） 

・公民館及び東部台文化会館では、多様なニーズにあった主催教室を開催

し、市民の学習意欲に応え、教養の向上を図ります。 

・美術館・郷土資料館では、美術実技講座、小学生講座、歴史セミナー、

古文書講座、市史編さん事業講演会等を開催し、作品を創り上げる機会

や歴史を学ぶ機会の提供に努めます。 

 

（５）情報教育（情報活用能力の育成）の推進 

情報化が急速に進展する社会生活の中で、日常的にＩＣＴを活用してい

く力が求められています。学校生活や学習においても、情報活用能力を、

言語能力と同様に「学習の基盤となる資質・能力」と位置づけ、学校のＩ

ＣＴ環境の整備とＩＣＴを活用した学習活動の充実を図ります。 

【令和５年度の取り組み】 

・児童生徒用タブレットＰＣを活用し、学習活動の充実を図ります。 

・ＩＣＴ支援員が、授業支援や校内研修などを行うことにより、教員の指

導力向上を図り、学校のＩＣＴ教育の充実を図ります。 

 

基本方針２ 心を育む人間教育の推進 

（１）いじめ防止への取り組みと相談体制の充実 

「茂原市いじめ対応マニュアル」及び「学校いじめ防止基本方針」に基

づき、いじめの未然防止・早期発見・早期対応を組織的・計画的に推進し

ます。 

また、子どもの生命・身体の安全を守るため、相談体制の充実を図りま

す。 

【令和５年度の取り組み】 

・「茂原市いじめ防止基本方針」に基づき、各校の「学校いじめ防止基本

・公民館及び東部台文化会館では、多様なニーズにあった主催教室を開催

し、市民の学習意欲に応え、教養の向上を図ります。 

・美術館・郷土資料館では、美術実技講座、小学生講座、歴史セミナー、

古文書講座、市史編さん事業講演会等を開催し、作品を創り上げる機会

や歴史を学ぶ機会の提供に努めます。 

 

（５）情報教育（情報活用能力の育成）の推進 

情報化が急速に進展する社会生活の中で、日常的にＩＣＴを活用してい

く力が求められています。学校生活や学習においても、情報活用能力を、

言語能力と同様に「学習の基盤となる資質・能力」と位置づけ、学校のＩ

ＣＴ環境の整備とＩＣＴを活用した学習活動の充実を図ります。 

【令和４年度の取り組み】 

・児童生徒用タブレットＰＣを活用し、学習活動の充実を図ります。 

・ＩＣＴ支援員が、授業支援や校内研修などを行うことにより、教員の指

導力向上を図り、学校のＩＣＴ教育の充実を図ります。 

 

基本方針２ 心を育む人間教育の推進 

（１）いじめ防止への取り組みと相談体制の充実 

「茂原市いじめ対応マニュアル」及び「学校いじめ防止基本方針」に基

づき、いじめの未然防止・早期発見・早期対応を組織的・計画的に推進し

ます。 

また、子どもの生命・身体の安全を守るため、相談体制の充実を図りま

す。 

【令和４年度の取り組み】 

・令和３年度に策定した「茂原市いじめ防止基本方針」に基づき、各校の
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改正後（令和５年度） 改正前（令和４年度） 

方針」を見直し、より効果的にいじめ防止に取り組みます。 

 

・いじめに対応する校内委員会を活用し、いじめの未然防止・早期発見・

早期対応を組織的・計画的に進めます。 

・茂原市いじめ等問題対策連絡協議会を活用し、関係機関との連携を図

り、協力していじめへの対応を図ります。 

 

（２）道徳教育の推進 

「特別の教科 道徳」を要とした道徳教育の推進に向け、教員の指導力

向上のための研修の充実を図り、子どもたち一人一人が、自分の生き方に

ついての考えを深め、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育みま

す。 

【令和５年度の取り組み】 

・道徳の指導法に関する実践的な研修を位置づけ、「考え、議論する道

徳」を意識した指導方法の工夫・改善に努めます。 

・教育活動全体を通じて、豊かな人間関係づくりのためのコミュニケーシ

ョン能力の育成に努めます。 

 

（３）読書活動の推進 

子どもを取り巻く社会環境の変化により、子どもの生活により身近な

幼・保・こども園と学校での読書活動の重要性が高まっています。 

市立図書館と連携し、幼・保・こども園においては、読書の楽しさを伝

え、また学校においては、学校図書館と学校司書を活用した読書活動と学

習活動の充実に努めます。 

【令和５年度の取り組み】 

・読書の楽しさや喜びを感じさせることで、豊かな心情を養います。ま

「学校いじめ防止基本方針」を見直し、より効果的にいじめ防止に取り

組みます。 

・いじめに対応する校内委員会を活用し、いじめの未然防止・早期発見・

早期対応を組織的・計画的に進めます。 

・茂原市いじめ等問題対策連絡協議会を活用し、関係機関との連携を図

り、協力していじめへの対応を図ります。 

 

（２）道徳教育の推進 

「特別の教科 道徳」を要とした道徳教育の推進に向け、教員の指導力

向上のための研修の充実を図り、子どもたち一人一人が、自分の生き方に

ついての考えを深め、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育みま

す。 

【令和４年度の取り組み】 

・道徳の指導法に関する実践的な研修を位置づけ、「考え、議論する道

徳」を意識した指導方法の工夫・改善に努めます。 

・教育活動全体を通じて、豊かな人間関係づくりのためのコミュニケーシ

ョン能力の育成に努めます。 

 

（３）読書活動の推進 

子どもを取り巻く社会環境の変化により、子どもの生活により身近な

幼・保・こども園と学校での読書活動の重要性が高まっています。 

市立図書館と連携し、幼・保・こども園においては、読書の楽しさを伝

え、また学校においては、学校図書館と学校司書を活用した読書活動と学

習活動の充実に努めます。 

【令和４年度の取り組み】 

・読書の楽しさや喜びを味わわせ、豊かな心情を養います。また、学校に
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改正後（令和５年度） 改正前（令和４年度） 

た、学校においては、国語科を中心に各教科等での学校図書館の活用を

推進します。 

・学校司書が配置された小学校では、読書活動や環境整備だけでなく、学

習活動の充実に努めます。また、小学校と中学校が連携して読書活動を

推進します。 

・学校図書館の活用を推進するため、資料の充実を図るとともに、司書教

諭や学校司書等の資質の向上に努めます。また、市立図書館は、学校図

書館の資料の補完に努めます。 

・学校図書館支援ボランティアを対象に、読み聞かせ等の講習会や情報交

換会を開催し、読書環境の整備体制を充実させます。 

・「第四次茂原市子ども読書活動推進計画」に基づき、子どもが本に親し

みながら成長していくために、学校図書館・市立図書館及び教育委員会

とのさらなる連携体制整備の強化を図ります。 

・「茂原市子ども読書活動推進会議」を開催し、第四次推進計画に係る各

施策に基づいて行った事業の進捗状況を点検し、その結果を翌年度へフ

ィードバックします。 

 

（４）青少年の健全育成と家庭教育の充実 

青少年指導センターを中心に関係機関、団体、地域と連携し、巡回・補

導・相談活動の充実を図り、青少年の非行防止活動を推進します。また、

青少年に有害な社会環境・インターネット環境の浄化活動に取り組むとと

もに、インターネットの適切な使用の啓発に努めます。 

子どもたちの社会性や自立性を育む様々な活動を支援するとともに、子

どもの人格形成の基礎づくりを担う家庭の教育機能向上を図ります。 

【令和５年度の取り組み】 

・青少年が集まりやすい場所の巡回を強化し、関係機関と情報を共有しな

おいては、国語科を中心に各教科等での学校図書館の活用を推進しま

す。 

・学校司書が配置された小学校では、読書活動や環境整備だけでなく、学

習活動の充実に努めます。また、小中一貫教育校では、学校司書の配置

を拡充し、小学校と中学校が連携して読書活動を推進します。 

・学校図書館の活用を推進するため、資料の充実を図るとともに、司書教

諭や学校司書等の資質の向上に努めます。また、市立図書館は、学校図

書館の資料の補完に努めます。 

・学校図書館支援ボランティアを対象に、読み聞かせ等の講習会や情報交

換会を開催し、読書環境の整備体制を充実させます。 

・「第四次茂原市子ども読書活動推進計画」に基づき、学校図書館・市立

図書館及び教育委員会とのさらなる連携体制整備の強化を図ります。 

 

・「茂原市子ども読書活動推進会議」を開催し、第四次推進計画に係る各

施策の進捗状況を点検します。 

 

 

（４）青少年の健全育成と家庭教育の充実 

青少年指導センターを中心に関係機関、団体、地域と連携し、巡回・補

導・相談活動の充実を図り、青少年の非行防止活動を推進します。また、

青少年に有害な社会環境・インターネット環境の浄化活動に取り組むとと

もに、インターネットの適切な使用の啓発に努めます。 

子どもたちの社会性や自立性を育む様々な活動を支援するとともに、子

どもの人格形成の基礎づくりを担う家庭の教育機能向上を図ります。 

【令和４年度の取り組み】 

・青少年が集まりやすい場所の巡回を強化し、関係機関と情報を共有しな
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改正後（令和５年度） 改正前（令和４年度） 

がら非行の防止や早期発見に努めます。 

・広報紙や啓発物品の配布を通して、相談しやすい窓口となるように啓発

活動に努めます。 

・インターネット上に潜む危険性の理解と有害情報から身を守る方法の普

及を図るとともにネットパトロールを実施し、ＳＮＳ上のトラブル防止

に努めます。 

・青少年の健全育成体制の充実を図るため、補助金の交付や団体事務局の

運営等を通じて青少年育成茂原市民会議、青少年相談員、子ども会等の

活動を支援します。 

・子ども会等の活動支援を通して、青少年の体験活動の推進に努めます。 

・３歳児、小学校入学を控えた児童、幼稚園児・小学生の保護者に向けて

子育て等に関する知識や保護者同士の繋がりを得られる機会を提供し、

家庭教育の充実に努めます。 

 

（１）芸術文化の振興 

美術館の優れた美術品の展示、企画展、また市民、小中高校生の発表の

機会としての展示を行い、親しみのある美術館･郷土資料館づくりと鑑賞

する機会の提供に努めます。文化協会の組織充実を図るとともに、市民の

文化活動の意欲向上と発表の場を確保するため、文化祭等を開催し、身近

で親しみやすく、かつ優れた芸術文化の鑑賞の機会を提供します。 

【令和５年度の取り組み】 

・茂原市文化協会の組織の充実を支援するとともに、市民の文化活動の意

欲の向上と発表の場を確保するため文化祭等を開催し、身近で親しみや

すく、かつ優れた芸術文化の鑑賞の機会を提供します。 

基本方針３ 芸術文化・スポーツの振興 

がら非行の防止や早期発見に努めます。 

・広報紙や啓発物品の配布を通して、相談しやすい窓口となるように啓発

活動に努めます。 

・インターネット上に潜む危険性の理解と有害情報から身を守る方法の普

及を図るとともにネットパトロールを実施し、ＳＮＳ上のトラブル防止

に努めます。 

・青少年育成茂原市民会議、青少年相談員、子ども会等の活動を支援し、

青少年の健全育成体制の充実に努めます。 

 

・子ども会の活動支援を通して、青少年の体験活動の推進に努めます。 

・３歳児、小学校に入学する児童、幼稚園・こども園や小学校に通う児童

を持つ親に子育て等に関する学習の機会を提供し、家庭教育の充実に努

めます。 

 

（１）芸術文化の振興 

美術館の優れた美術品の展示、企画展、また市民、小中高校生の発表の

機会としての展示を行い、親しみのある美術館･郷土資料館づくりと鑑賞

する機会の提供に努めます。文化協会の組織充実を図るとともに、市民の

文化活動の意欲向上と発表の場を確保するため、文化祭等を開催し、身近

で親しみやすく、かつ優れた芸術文化の鑑賞の機会を提供します。 

【令和４年度の取り組み】 

・茂原市文化協会の活動を広く周知するための広報活動を強化するなど組

織の充実を図ります。また、多くの市民が参加できるよう実行委員会主

体による文化祭を開催します。 

基本方針３ 芸術文化・スポーツの振興 
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改正後（令和５年度） 改正前（令和４年度） 

・歌舞伎、能・狂言、ミュージカルなどの芸術鑑賞会を企画するととも

に、小中学生を対象とした音楽鑑賞教室を７校で開催し、優れた芸術文

化に触れる機会を提供します。 

・文化庁主催の「優秀映画鑑賞推進事業」をはじめとした内外の上質な作

品の映画会を開催し、地域における文化活動の活性化を図ります。 

・公民館まつり、文化会館まつりを開催し、日頃の文化活動の発表の場を

確保するとともに、市民に文化活動の情報を提供します。 

・美術館では、優れた美術品を展示する企画展１回及び年８回の収蔵品展

等の開催と、市民美術展、小中学校作品展等の年１７回の展覧会の開催

により、鑑賞と発表の機会を提供します。 

 

（２）スポーツ環境の充実 

市民スポーツの活動拠点となる市民体育館を安全に利用することができ

る充実した施設となるよう整備を図るとともに、学校体育施設等の開放を

活用し、身近な場所でもスポーツを気軽に取り組むことができる環境整備

に努めます。 

【令和５年度の取り組み】 

・市民体育館は、一昨年度に卓球場、剣道場及び柔道場に空調設備を設

置、昨年度は大体育室に空調設備を設置し、スポーツ環境の快適性及び

利用者の安全性が高められました。東部台文化会館は、体育センターに

空調設備を設置し、利用者の利便性の向上を図ります。今後も、本市の

スポーツ活動の拠点として充実した施設となるように環境整備を進めま

す。 

・学校教育に支障のない範囲で学校施設を地域に開放し、環境整備に努め

ます。 

 

・歌舞伎、能・狂言、ミュージカルなどの鑑賞会や小中学生を対象とした

音楽鑑賞教室を開催し、芸術文化に触れる機会を提供します。 

 

・文化庁主催の「優秀映画鑑賞推進事業」をはじめとした内外の上質な作

品の映画会を開催し、地域における文化活動の活性化を図ります。 

・公民館まつり、文化会館まつりを開催し、日頃の文化活動の発表の場を

確保するとともに、市民に文化活動の情報を提供します。 

・美術館では、優れた美術品を展示する年１０回の収蔵品展等の開催と、

市民美術展、小中学校作品展等の年１４回の展覧会の開催により、鑑賞

と発表の機会を提供します。 

 

（２）スポーツ環境の充実 

市民スポーツの活動拠点となる市民体育館を安全に利用することができ

る充実した施設となるよう整備を図るとともに、学校体育施設等の開放を

活用し、身近な場所でもスポーツを気軽に取り組むことができる環境整備

に努めます。 

【令和４年度の取り組み】 

・市民体育館は、一昨年度に大規模改修工事を実施、昨年度に卓球場、剣

道場及び柔道場に空調設備を設置したことにより、利用者の安全性が高

められました。さらに令和４年度には、大体育室に空調設備を設置する

計画があり、本市のスポーツ活動の拠点として充実した施設となるよう

に環境整備をすすめてまいります。 

 

・学校教育に支障のない範囲で学校施設を地域に開放し、スポーツ・レク

リエーションの普及を図ります。 
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改正後（令和５年度） 改正前（令和４年度） 

（３）スポーツ・レクリエーションの推進 

スポーツ・レクリエーションを通して、様々なニーズや志向に合わせた

事業を実施し、市民の健康づくり、体力づくりを推進するとともに、スポ

ーツを活用した地域づくりを推進するため、総合型地域スポーツクラブの

設立および活動を支援します。 

【令和５年度の取り組み】 

・「市民ひとり１スポーツ」を目標とし、市民の健康づくり、体力づくり

を推進するため、本市発祥のスポーツ「タッチバレーボール」や気軽に

行える「ウォーキング」を推奨し、スポーツを行う習慣をつくる意識啓

発に努めます。 

・茂原市スポーツ大使（６名）の活躍を市公式ＳＮＳなどで周知し、市民

のスポーツへの関心度向上に努めます。 

・本市発祥のスポーツ「タッチバレーボール」の普及に努め、スポーツへ

の関心や意欲の向上を図ります。 

・総合型地域スポーツクラブについては、既存クラブの活動支援を引き続

き行います。また、更なるクラブ設立に向けて、各地域でのスポーツ推

進に努めるほか、市民体育館を拠点とする中央型クラブの設立について

研究、協議します。 

 

 

（１）郷土愛の育成 

ふるさと茂原について学ぶ「茂原学」を教科等の年間指導計画に位置づ

けるとともに、地域にある事業所や公共施設における職場見学・職業体験

の充実を図り、地域で働く人々と触れ合う体験を通して郷土を愛する心を

基本方針４ 茂原を愛する心の育成 

３）スポーツ・レクリエーションの推進 

スポーツ・レクリエーションを通して、様々なニーズや志向に合わせた

事業を実施し、市民の健康づくり、体力づくりを推進するとともに、スポ

ーツを活用した地域づくりを推進するため、総合型地域スポーツクラブの

設立および活動を支援します。 

【令和４年度の取り組み】 

・「市民ひとり１スポーツ」を目標とし、市民の健康づくり、体力づくり

を推進します。コロナ禍等の状況であっても比較的感染リスクの低いと

言われている「ウォーキング」や「ラジオ体操」を推奨し、スポーツを

行う習慣をつくる意識啓発に努めます。 

 

 

・本市発祥のスポーツ「タッチバレーボール」の普及に努め、スポーツへ

の関心や意欲の向上を図ります。 

・総合型地域スポーツクラブについては、既存クラブの活動支援を引き続

き行います。また、更なるクラブ設立に向けて、市内小学校を拠点にタ

ッチバレーボール教室を定期的に行い、設立のきっかけや機運を高める

ため、各地域でのスポーツ推進に努めるほか、市民体育館を拠点とする

中央型クラブの設立を支援します。 

 

（１）郷土愛の育成 

ふるさと茂原について学ぶ「茂原学」を教科等の年間指導計画に位置づ

けるとともに、地域にある事業所や公共施設における職場見学・職業体験

の充実を図り、地域で働く人々と触れ合う体験を通して郷土を愛する心を

基本方針４ 茂原を愛する心の育成 
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改正後（令和５年度） 改正前（令和４年度） 

育成します。 

【令和５年度の取り組み】 

・児童生徒の発達段階に応じて、茂原市の歴史・伝統文化・産業・自然環

境等の内容について、社会科を中心とした学習に位置づけます。 

・総合的な学習の時間を中心に、小学校では地域安全マップの作成や職場

見学（施設見学）、中学校では出前授業や職業調べ等を実施します。 

・経済的理由により修学の困難な方に対して、必要な奨学資金を貸付する

ことで有為な人材の育成に努めるとともに、奨学資金貸付の在り方につ

いて検討します。 

 

（２）安全・安心な教育環境の整備 

学校施設の老朽化対策については、学校再編との整合性を取りながら計

画的に整備し、施設の安全性の確保を図るとともに、適正な管理に努めま

す。また、児童生徒の通学路の安全確保を図ります。 

【令和５年度の取り組み】 

・学校施設の整備・修繕等を行い施設の安全性の確保を図るとともに、教

育環境の充実に努めます。 

・南中学校と早野中学校の統合に向けて、土砂災害警戒区域等の指定に伴

う安全対策に係る調査、検討を進めます。 

・関係機関と協力し、通学路の安全確保を図ります。 

・子どもたちにとって、より良い教育環境の確保を第一に考え、「茂原市

学校再編第二次実施計画」に基づき、学校再編を推進します。 

・社会教育・文化施設の適切な整備・維持管理に努めるとともに、利便性

の向上に配慮し設備等の充実を図ります。 

 

 

育成します。 

【令和４年度の取り組み】 

・児童生徒の発達段階に応じて、茂原市の歴史・伝統文化・産業・自然環

境等の内容を社会科を中心とした学習に位置づけます。 

・小学校６年で職場見学、中学校２年で職場体験を実施します。 

 

・経済的理由により修学の困難な方に対して、必要な奨学資金を貸付する

ことで有為な人材の育成に努めます。 

 

 

（２）安全・安心な教育環境の整備 

学校施設の老朽化対策については、学校再編との整合性を取りながら計

画的に整備し、施設の安全性の確保を図るとともに、適正な管理に努めま

す。また、児童生徒の通学路の安全確保を図ります。 

【令和４年度の取り組み】 

・学校施設の整備・修繕等を行い施設の安全性の確保を図るとともに、教

育環境の充実に努めます。 

・南中学校と早野中学校の統合に向けて、土砂災害警戒区域等の指定に伴

う安全対策について検討します。 

・関係機関と協力し、通学路の安全確保を図ります。 

・子どもたちにとって、より良い教育環境の確保を第一に考え、「茂原市

学校再編第二次実施計画」に基づき、学校再編を推進します。 

・社会教育・文化施設の適切な整備・維持管理に努めるとともに、設備等

の充実を図ります。 
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改正後（令和５年度） 改正前（令和４年度） 

（３）伝統文化の維持継承・振興 

貴重な文化財を指定文化財として保護・保存していくとともに、郷土資

料の収集・整理を進め、美術館・郷土資料館に展示することで、地域の文

化財や歴史に対する理解を促し、郷土愛の育成に努めます。 

また、郷土芸能発表会等を開催し、地域の伝統文化に触れる機会を提供

します。 

【令和５年度の取り組み】 

・市内に現存する貴重な文化財を指定文化財として指定し、公表すること

で、文化財に対する市民の理解を得ながら保護保存に努めます。 

・郷土芸能発表会を開催し、多くの市民に伝統芸能保存団体の活動の周知

を図るとともに、保存団体に対して存続に向けた意向調査を行い、伝統

芸能保存を支援します。 

・郷土資料館の常設展示の充実に努めるほか、年２回のテーマ展等を開催

し、郷土愛の育成に努めます。また、市史編さん事業での調査の成果を

展示に反映させていきます。 

・茂原市史編さん基本方針や刊行計画に沿って市史「資料編」・「通史

編」の刊行を継続します。令和４年度の「茂原市史資料編Ⅰ（原始・古

代、中世考古）」の刊行に続き、２冊目以降を刊行するため、市史編さ

ん委員会を開催し、調査や編集等を進めます。また、調査の成果として

調査報告書を発行します。 

・市史編さん事業の活動を周知するため、年２回（７月・２月）広報もば

らに各時代別での活動内容を紹介します。また、年１回市史編さん事業

講演会を実施し、啓蒙を図ります。 

 

（４）家庭・地域の教育力の向上、学校との連携・協働の推進 

学校支援ボランティア活動の活性化や夏休み子ども教室等の開催などを

（３）伝統文化の維持継承・振興 

貴重な文化財を指定文化財として保護・保存していくとともに、郷土資

料の収集・整理を進め、美術館・郷土資料館に展示することで、地域の文

化財や歴史に対する理解を促し、郷土愛の育成に努めます。 

また、郷土芸能発表会等を開催し、地域の伝統文化に触れる機会を提供

します。 

【令和４年度の取り組み】 

・市内に現存する貴重な文化財を指定文化財として指定し、保護保存して

いきます。 

・郷土芸能発表会を開催し、多くの市民に伝統芸能保存団体の活動の周知

を図ります。 

 

・郷土資料館の常設展示の充実に努めるほか、年２回のテーマ展等を開催

し、郷土愛の育成に努めます。また、市史編さん事業での調査の成果を

展示に反映させていきます。 

・茂原市史編さん基本方針や刊行計画に沿って市史「資料編」・「通史

編」を刊行するため、市史編さん委員会を開催し、調査や原稿執筆を進

めるとともに、市制施行７０周年を記念して、市史資料編を１冊刊行し

ます。また、調査の成果として調査報告書を発行します。 

 

・市史編さん事業の活動を周知するため、年２回（７月・２月）広報もば

らに各時代別での活動内容を紹介します。また、年１回市史編さん事業

講演会を実施し、啓蒙を図ります。 

 

（４）家庭・地域の教育力の向上、学校との連携・協働の推進 

学校支援ボランティア活動の活性化や夏休み子ども教室等の開催などを
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改正後（令和５年度） 改正前（令和４年度） 

通じて地域教育力の向上を目指すとともに、学校・家庭・地域の協働を推

進します。 

【令和５年度の取り組み】 

・学校・家庭・地域が連携し、授業や学校行事への協力、地域行事への児

童生徒の積極的な参加を通して、地域ぐるみで児童生徒を育てるよう努

めます。 

・放課後子ども教室、地域未来塾を開催し、地域ボランティアの積極的な

活用を通して地域の教育力の向上を図ります。 

通じて地域教育力の向上を目指すとともに、学校・家庭・地域の協働を推

進します。 

【令和４年度の取り組み】 

・学校・家庭・地域が連携し、授業や学校行事への協力、地域行事への児

童生徒の積極的な参加を通して、地域ぐるみで児童生徒を育てるよう努

めます。 

・夏休み子ども教室、地域未来塾を開催し、地域ボランティアの積極的な

活用を通して地域の教育力の向上を図ります。 

 



報告事項３ 

 

令和４年度定期監査の結果について 

 

教育委員会の定期監査の結果について、別紙のとおり報告する。 

 

 

令和５年３月２２日提出 

 

茂原市教育長  内 田 達 也   

 

 

 















報告事項４ 

 

教育長職務代理者の指名について 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31 年法律第 162 号）第１３条第２項

の規定に基づく教育長職務代理者を次のとおり指名したことを報告する。 

 

 

令和５年３月２２日提出 

 

茂原市教育長  内 田 達 也   

 

  現在 

氏 名 任 期 

高仲 輝夫 令和４年４月１日から令和５年３月３１日 

   

  新 

氏 名 任 期 

竹田 幸則 令和５年４月１日から 

 



（用語の定義）

「共催」： 行事の企画又は運営に参加し、共同主催者としての責任の一部を負担することをいう。

「後援」： 行事の趣旨に賛同し、その開催を援助することをいう。

「協賛」： 行事の趣旨に賛同することをいう。

※「行事の共催、後援及び協賛に関する規程」（平成12年教育委員会訓令第３号）より

「共催」

月 日 月 日

6 4 体育課 第１０回茂原緑ヶ丘リレーマラソン
緑ヶ丘リレーマラソン
実行委員会

4 9 ～ 4 29 体育課
第４７回茂原市中学校野球大会兼第４０回全日本
少年野球軟式野球大会予選

千葉県野球協会
茂原支部

「後援」

月 日 月 日

12 16 生涯学習課 第2回定期演奏会
茂原シニアアンサンブ
ル昴

主催者担当課 行事名
開催期間

報告事項５

　　　行事の共催、後援及び協賛について

　令和５年２月に教育委員会の共催、後援又は協賛を決定した行事について、次のとおり報告します。

主催者担当課 行事名
開催期間



報告事項６ 

 

 

令和５年第５回茂原市教育委員会会議日程 

（４月定例会） 

日時：４月２６日（水）１５：００～ 

場所：市役所９階９０１・９０２会議室 

 

 

令和５年第６回茂原市教育委員会会議日程 

（５月定例会） 

日時：５月２４日（水）１５：００～ 

場所：市役所９階９０１・９０２会議室 

 

 

 


